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笠間市議会

・総務企画委員会委員
・広報委員会委員長
・行政改革推進委員会委員

　国の令和 7 年度補正予算が 12 月の国会で成立し、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金が創設されました。
笠間市ではこの交付金を活用し、食料品価格などの物価高騰の影響を受けている市民の皆さまを支援するため、全
世代を対象とした給付を中心とする生活支援策を実施します。これに伴い、令和 7 年度笠間市一般会計補正予算（第
6 号）が、12 月市議会定例会において可決されました。

ご挨拶
　笠間市民の皆さん こんにちは。
　笠間市議会 会派「かさま未来」では、年度ごとに活動報告会を開催しております。今年度は１月末日に開催となりました。よろし
くお願申し上げます。
　笠間市議会では、12 月の第４回定例会で笠間市犯罪被害者等支援条例と笠間市職員の旅費に関する条例、笠間市火災予防条例など
３条例の一部改正を全会一致で可決しました。また、令和 8 年からの北山公園や笠間市ゆかいふれあいセンターなどの指定管理者の指
定 7 件も全会一致で可決しました。一般会計補正予算 175,816 千円の増額補正、さらに最終日に提出された補正予算（物価高騰対応重
点支援地方創成臨時交付金関連）524,437 千円を賛成多数で可決し、閉会しました。
　さて、報告会では報告書に基づく 3 項目程度の報告を行い、参加者の皆さんと意見交換等を行う予定です。1 月末のお忙しい時期と
なりますが、是非ご参加ください。今後とも、笠間市議会 会派「かさま未来」をよろしくお願いします。

　　　令和８年１月吉日	 笠間市議会　会派「かさま未来」代表　内桶克之

会派メンバー紹介
坂本奈央子
Sakamoto Naoko

安見　貴志

・建設産業委員会副委員長
・議会運営委員会副委員長
・筑北環境衛生組合議会副議長
・小中学校学区審議会委員
・都市計画審議会委員
・農政推進協議会委員
・霞ヶ浦農業用水推進協議会笠間支部委員

Ami Takashi

・総務企画委員会委員
・議会運営委員会委員
・広報委員会委員
・環境審議会委員

内桶　克之
Uchioke Katsuyuki

「令和７年度 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（国補正）活用事業」

令和７年度　笠間市議会　会派「かさま未来」報告会
日　時：令和８年１月31日（土）　10時～12時　　　　場　所：笠間市友部公民館3階大ホール　
内　容：会派メンバーによる報告60分程度、質疑応答・意見交換50分程度

会派「かさま未来」

「笠間市議会議員定数条例の
一部を改正する条例」

　現在の議員定数 22 人を 2 人削減し、定
数を 20 人とする議員定数条例の一部を改
正する条例が、12 月定例議会において議
員提出議案として上程されました。
　採決の結果、賛成 13 人、反対 8 人で可
決され、次回の笠間市議会議員一般選挙か
ら施行されます。

第１弾　生活者応援事業
・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた全世代、市民全員に対する給付を中心とした生活支援策

●年齢階層別一覧表

若者 高齢者

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 16歳 17歳 18歳 19～34歳 75歳～

合　計 524,437

給食費相当額
（R8.1～3月）
１万５千円／人

35～74歳

プレミアム商品券
プレミアム率30％　一般販売3万部

０～２歳児及び３～５歳
未就園児へ「子育て応援

手当」上乗せ １万円／対象児童

若者労働者世
代

１万円／人
プレミアム商品券

支給
1万3千円分／人

後期高齢者プレミアム
商品券支給事業

プレミアム
商品券事業

149,095

162,836

障がい児「子育て応援手当」上乗せ
１万円／対象児童・生徒

4,590

61,266

105,648

障がい児子育て
応援支給事業

学校給食費
無償化事業

生活応援笠間
わかもの給付事業

保育所等給食費
無償化事業

事業名
事業費
（千円）

子育て世帯

６～15歳

乳幼児等子育て
応援事業

14,267

26,735
給食費等

実費徴収相当額
２万円／対象児童

～私たちは、かさまの未来のために活動します～
活動報告書及び報告会の開催
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問　

現
在
の
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
合
併
浄
化
槽
の
利
用
人
数
、

普
及
率（
水
洗
化
率
）は
ど
の
く
ら
い
な

の
か
。

答　

下
水
道
の
利
用
人
数
３
万
２
１
５
１

人
、
水
洗
化
率
は
91
・
９
％
。
農
業
集

落
排
水
事
業
の
利
用
人
数
５
４
８
９

人
、
水
洗
化
率
は
82
・
４
％
。
合
併
浄

化
槽
の
利
用
人
数
２
万
１
６
７
２
人
、

普
及
率
は
29
・
７
％
。

問　

公
共
下
水
道
、農
業
集
落
排
水
事
業
、

合
併
浄
化
槽
の
課
題
は
。

答　

公
共
下
水
道
は
汚
水
処
理
量
の
約
４

割
が
不
明
水
で
あ
り
、
全
国
平
均
の
約

２
割
を
大
き
く
上
回
り
、
本
年
度
に
調

査
を
行
っ
て
不
明
水
対
策
を
講
じ
て
い

く
。
農
業
集
落
排
水
事
業
は
農
業
集
落

排
水
へ
の
接
続
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と

が
課
題
。
合
併
浄
化
槽
は
単
独
浄
化
槽

や
、
く
み
取
り
槽
を
使
用
し
て
い
る
方

に
対
し
て
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
進

め
て
い
る
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
課

題
。

問　

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業

の
認
可
区
域
に
隣
接
し
て
、
開
発
行
為

な
ど
が
あ
っ
た
と
き
に
接
続
は
可
能
な

の
で
す
か
。

答　

認
可
区
域
か
ら
外
れ
て
隣
接
し
た
場

合
の
開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
接

続
は
可
能
、
た
だ
し
、
接
続
工
事
費
な

ど
の
費
用
に
つ
い
て
は
開
発
者
の
負
担

と
な
る
。
ま
た
、
工
事
完
了
後
は
、
市

の
ほ
う
に
無
償
譲
渡
し
て
い
た
だ
き
、

市
が
管
理
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

問　

合
併
浄
化
槽
の
老
朽
化
、
耐
用
年
数

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

合
併
浄
化
槽
の
老
朽
化
に
つ
い
て

は
、
整
備
の
適
切
な
管
理
を
す
る
こ
と

が
老
朽
化
対
策
に
つ
な
が
る
た
め
、
県

や
市
で
は
、
浄
化
槽
の
定
期
点
検
の
未

受
検
者
に
対
し
検
査
を
受
け
る
よ
う
通

知
な
ど
を
し
て
い
る
。
浄
化
槽
の
耐
用

年
数
は
、機
械
電
気
類
は
10
年
～
15
年
、

合
併
浄
化
槽
自
体
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

あ
る
が
、
20
年
～
30
年
で
あ
る
。

問　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
は
市

が
使
用
者
か
ら
料
金
を
い
た
だ
き
管
理

し
、
修
繕
や
長
寿
命
化
を
し
て
い
く
。

合
併
浄
化
槽
は
個
別
に
市
民
が
管
理
す

る
が
、
修
繕
や
長
寿
命
化
、
更
新
に
対

し
て
の
助
成
な
ど
の
支
援
は
で
き
な
い

の
か
。

答　

合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
更
新
と
か

補
修
な
ど
に
対
す
る
補
助
は
現
在
な

い
。
生
活
排
水
の
水
質
浄
化
は
、
単
独

槽
や
く
み
取
り
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
に

転
換
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
そ
こ
の
補
助
を
重
点
的

に
行
っ
て
い
く
。

本
年
度
は
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

接
続
支
援
事
業
と
し
て
排
水
設
備
の
接
続

工
事
に
対
し
て
10
万
円
の
補
助
金
を
出
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
み
の
支
援
策
と
な

る
の
で
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
予
算
額
5
0
0
万
円
、
50
件
分
）
ま
た
、

合
併
浄
化
槽
は
設
置
し
て
い
る
各
戸
で
管

理
し
て
い
ま
す
が
、
長
寿
命
化
の
た
め
の

修
繕
、
更
新
に
対
し
て
助
成
制
度
が
な
い

の
で
新
た
な
支
援
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

問　

笠
間
中
央
公
園
は
、
市
の
象
徴

と
な
り
得
る
施
設
で
あ
り
、
整
備

次
第
で
は
若
者
や
子
育
て
世
代
を

含
む
多
世
代
に
親
し
ま
れ
る
公
園

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
近

年
の
猛
暑
を
踏
ま
え
、
暑
さ
対
策

と
し
て
ポ
ッ
プ
ジ
ェ
ッ
ト
噴
水
等

の
整
備
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
施
設
の
整
備

や
、
あ
わ
せ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン

グ
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ

と
は
あ
る
か
。

答　

中
央
公
園
は
、
世
代
や
身
体
能

力
を
問
わ
ず
誰
も
が
楽
し
め
る
県

内
初
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
で

あ
り
、
利
用
促
進
の
た
め
日
よ
け

施
設
の
整
備
や
、
昨
年
は
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
増
設
を
行
っ
た
。

猛
暑
対
策
と
し
て
人
気
の
あ
る

ポ
ッ
プ
ジ
ェ
ッ
ト
噴
水
に
つ
い
て

は
、
清
掃
や
多
額
の
光
熱
水
費
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
検
討
は
行
っ

て
い
な
い
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ

問　

道
路
異
状
の
把
握
手
段
と
発
見

し
た
場
合
の
通
報
手
段
。
そ
し
て

そ
の
広
報
は
い
か
に
。

答　

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地

元
区
長
、
近
隣
住
民
、
通
行
者
か

ら
の
電
話
や
窓
口
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
の
通
報
に
よ
り
把
握
し
対
応

し
て
い
る
。
通
報
に
よ
る
件
数
は

年
間
約
７
５
０
件
、
１
日
当
た
り

約
２
件
の
修
繕
工
事
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　

通
報
は
、
随
時
受
け
付
け
て

お
り
、
閉
庁
時
も
夜
間
は
警
備

員
、
休
日
日
中
は
日
直
職
員
が
常

駐
し
て
24
時
間
の
受
付
体
制
を
整

え
て
い
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省

が
令
和
６
年
３
月
29
日
か
ら
全
国

運
用
し
て
い
る
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ

ル
「
＃
９
９
１
０
」
と
も
連
携
し

て
お
り
、
通
報
の
際
に
は
、
異
状

の
種
類
や
場
所
、
発
見
日
時
な
ど

の
具
体
的
な
情
報
を
い
た
だ
け

問　

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
に
対

す
る
総
合
相
談
と
契
約
に
よ
る

入
院
時
の
身
元
保
証
や
葬
儀
、

納
骨
な
ど
の
支
援
を
一
体
的
に

実
施
す
る
「
笠
間
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ

れ
る
が
、
窓
口
は
ど
こ
で
対
応

は
ど
の
よ
う
な
人
が
す
る
の
か
。

答　

笠
間
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
社
会
福
祉
協
議
会
の

本
所
内
に
設
置
さ
れ
、
社
会
福

祉
士
や
社
会
福
祉
主
事
の
資
格

を
持
つ
経
験
豊
富
な
職
員
が
、

問　

相
反
性
を
認
識
し
て
い
る
か
。

回
覧
文
書
の
電
子
化
実
証
実
験
を

経
て
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
た
か
。
相
反
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

答　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
効

率
化
や
業
務
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
様
々
な
分
野
で
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
つ

と
し
て
回
覧
の
電
子
化
の
実
証
実

験
を
進
め
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希

薄
に
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
等
の
意

見
が
あ
り
、
し
っ
か
り
受
け
止
め

て
い
く
。

　
　

令
和
６
年
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
、
８
つ
の
行
政
区
で
実
証
実
験

を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

は
、
従
来
の
回
覧
文
書
で
は
な
い

方
法
で
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
市

民
が
約
６
割
、
従
来
の
回
覧
文
書

で
と
い
う
市
民
が
約
３
割
。ま
た
、

住
民
同
士
の
交
流
が
低
下
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ

に
つ
い
て
は
、
中
央
公
園
の
趣
旨

を
踏
ま
え
他
公
園
で
の
設
置
が
適

当
と
判
断
し
て
お
り
、
場
所
は
未

定
な
が
ら
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

笠
間
中
央
公
園
は
、
市
に
と
っ
て

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
公
共
施
設
と
な
り
得

る
存
在
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
若
者
や

女
性
に
選
ば
れ
る
市
づ
く
り
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
の
整
備
次
第
で
は
、
若
者

や
子
育
て
世
代
を
は
じ
め
多
世
代
に
親

し
ま
れ
る
、
地
域
に
誇
れ
る
施
設
と
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
整
備
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

る
こ
と
が
、
早

期
対
応
に
と
っ

て
非
常
に
重
要

と
な
っ
て
い
る
。

連
絡
を
受
け
次

第
、
職
員
が
現

地
確
認
を
行
い
、

異
状
の
程
度
や

影
響
を
判
断
の

上
、
迅
速
適
切

に
対
応
し
て
い

る
。
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
は
電
話

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
２
種
類
で

通
報
す
る
こ
と
が
で
き
、
道
路
異

状
を
発
見
さ
れ
た
際
に
迷
わ
ず
通

報
で
き
る
よ
う
、
市
の
公
式
Ｈ
Ｐ

や
広
報
か
さ
ま
等
を
活
用
し
市
民

に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

道
路
異
状
に
関
し
て
の
通
報
と

対
応
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
る
た
め
、

既
に
あ
る
手
軽
な
手
段
を
も
っ
と
広

報
し
、
市
民
に
有
効
に
活
用
し
て
欲

し
い
と
、
要
望
を
兼
ね
て
質
問
し
ま

し
た
。

本
所
、
笠
間
支
所
、
岩
間
支
所

に
各
1
名
ず
つ
配
置
さ
れ
る
。

他
の
相
談
業
務
担
当
職
員
と
も

連
携
し
、
支
援
を
行
う
。

単
身
で
生
活
す
る
高
齢
者
に

お
い
て
は
、
病
気
や
介
護
、
入
院

へ
の
対
応
に
加
え
、
終
末
期
に
お

け
る
葬
儀
や
遺
品
整
理
な
ど
、
将

来
に
わ
た
る
多
様
な
課
題
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
、
本
人
が
健
康
で
判
断
能
力
を

有
す
る
段
階
で
、
将
来
の
支
援
内

容
に
つ
い
て
事
前
に
相
談
・
依
頼

で
き
る
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
は
、

今
後
そ
の
必
要
性
が
一
層
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
行
政
が
主
体
と
な
っ

て
、
ま
た
は
関
与
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

た
。
現
在
も
一
部
で
実
証
実
験
を

行
っ
て
お
り
、
方
向
性
を
出
す
た

め
３
０
０
行
政
区
の
う
ち
１
０
０

行
政
区
く
ら
い
の
実
証
実
験
を
実

施
し
、
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。
当
面
は
紙
媒

体
と
の
併

用
を
続
け

な
が
ら
実

証
実
験
を

行
い
、
完

全
デ
ジ
タ

ル
化
に
移

行
す
る
時

期
な
ど
を

見
定
め
て

い
き
た
い
。

現
在
、
様
々
な
分
野
で
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
手
軽
さ

や
便
利
さ
が
あ
る
一
方
で
、
人
間
関

係
の
繋
が
り
を
希
薄
に
さ
せ
て
し
ま

う
マ
イ
ナ
ス
の
作
用
も
あ
る
た
め
、

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

下
水
道（
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・
合
併
浄
化
槽
）の
事
業
展
望

高
齢
者
見
守
り
体
制
の
整
備

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
と
の
相

反
性
に
つ
い
て

公
園
整
備
に
つ
い
て

道
路
異
状
の
通
報
に

つ
い
て

安見貴志議員からの報告☆令和７年第２回定例会

坂本奈央子議員からの報告☆令和７年第１回定例会

安見貴志議員からの報告☆令和７年第２回定例会

坂本奈央子議員からの報告☆令和７年第３回定例会

内桶克之議員からの報告 ☆令和７年第２回議会定例会一般質問

公
共
下
水
道

公
共
笠
間
地
区

公
共
友
部
地
区

公
共
岩
間
地
区

農
業
集
落
排
水

市
原
地
区

北
川
根
地
区

安
居
地
区

枝
折
川
地
区

岩
間
南
部
地
区

友
部
北
部
地
区


